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アフォーダンスとしてのラーニング・コモンズ試論 
米澤 誠 
 
1. アフォーダンスとは何か 
 アフォーダンスとは，アメリカの心理学者J.J.ギブソ
ンが提唱した概念である。その意味するところは，
「環境が動物に提供する（afford）もの。たとえば水
を知覚するとき，水は飲むことや汚れを洗い落とすこ
とをアフォードしており，水が提供するその『意味』や
『価値』がアフォーダンス（affordance）である」1) と
いうものである。もともとはギブソンの生態学的視覚
論から発生したものであるが，心理学や哲学にも大
きな刺激を与えている。 
 水が状況に応じて，飲むことや浴びることをアフォ
ードするように，同じ物体や環境であっても，どのよう
なアフォーダンスを持つことになるかは異なってくる。
例えば，道に落ちている 1 万円札は，多くの人には
拾って交番に届けることをアフォードするが，ある人
には自分の財布に入れることをアフォードし，ヤギに
は食べることをアフォードしている。 
このようにアフォーダンスは，別の言い方をすると
「環境に内在する行為可能性を意味」し，「個体にと
っての環境とは，アフォーダンスが時空間的に配置
されたものとなる。個体はその時々のニーズに応じ
たアフォーダンスを知覚し，それに応じて行為す
る」2) のである。 
筆者がこのような環境と行為の関係を意識しだし
たのは，東北大学附属図書館長であり哲学者でもあ
る野家啓一氏が，日本オフィス学会誌に寄稿した文
章の中の，次のような一節に出会ってからであった。
野家氏はギブソンのアフォーダンス概念の説明をし
た後に，次のように述べている。 
「オフィスは知的活動を活性化される仕事のため
の場所（場）にほかなりません。その点でオフィスは，
動物に外敵から身を守ることや食料の獲得をアフォ
ードする野外環境とも異なりますし，また人間に『安
らぎ』や『くつろぎ』をアフォードする日常生活のため
の住居とも異なります。つまり，オフィスはわれわれ
に行動を促す身体的アフォーダンスと共に，創造を
促す知的アフォーダンスをもたねばなりません」3) 
 オフィスは「行動」や「創造」を促すというこの一文を
読んでから，筆者はずっと「それでは，ラーニング・コ
モンズは何を促しているのか」という命題を考えてい
た。本稿では，その思索の中間成果を述べることとし
たい。 
 
2. ラーニング・コモンズは何をアフォードす
るのか 
2.1 アフォーダンスとしての設備 
 アフォーダンスという観点からラーニング・コモンズ
を見直したとき，まず直感的に考えたのは「ラーニン
グ・コモンズは学生に対して『学習』をアフォードして
いる」という仮説であった。ラーニング・コモンズで用
意しているパソコンや広いテーブルなどの設備が，
学生に対して学ぶことを促している（アフォードして
いる）と感じたのである。 
 ギブソンのアフォーダンス理論によると，動物に対
する環境の中で「道具」は非常に特殊な対象となっ
ている。それは「握ることができ，また，持ち運ぶこと，
操作することができるもので，普通は固いものであ
る」。そして「道具は，それを使用しているときには，
いわば手の延長であり，ほとんど手の付属品，ある
いは使用者自身の身体の一部であって，したがって，
もはや使用者の環境の一部ではない」4) という。 
 ラーニング・コモンズで用意する広いテーブルなど
の設備環境（道具）は，そこで教科書・参考書やパソ
コンを使って自学自習することをアフォードする。複
数名でグループ学習できるスペースは，そこで仲間
と語り合いながら協同学習することをアフォードする
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のである。 
 また，パソコンは利用し始めると，もはや環境の一
部ではなく，学生の身体の一部として機能する。パソ
コンは学生の手の延長となり，ワープロソフトを使っ
てレポートを書いたり，表計算ソフトで集計したり，電
子メールで教員とコミュニケーションをしつつ，自分
の学習を進めることをアフォードしているのである。 
 
2.2 アフォーダンスとしての他者 
 ラーニング・コモンズでアフォードしているのは，広
い机やパソコンなどの設備だけではない。そこにい
る学生や図書館職員もまたアフォーダンスとして機
能している。 
アフォーダンス理論によると，「『他人』も，豊富な社
会的アフォーダンスを持っており，相互依存性の概
念によって理解できる」5) ものなのである。ラーニン
グ・コモンズという環境での「他人」とは，学生を中心
とした利用者と，そこで学習支援を行う図書館職員と
なる。 
 それではラーニング・コモンズにおける他人は，ど
のように何をアフォードするのであろうか。まず，ラー
ニング・コモンズの利用者は，そこで自学自習を行っ
ている姿を他の利用者に示している。パソコンでウェ
ブの情報資源を参照しつつ，一方で図書館にある
冊子資料を活用しながら，そのパソコンでレポート作
成をする学生がいる。その姿は確実に，他の利用者
に対して「自学自習することの重要性」をアフォード
しているのではないだろうか。 
 そして，自分ひとりで教科書や文献を読解しつつ
学習するだけではなく，仲間と語らい教え合いなが
ら協同学習することについても，アフォードすること
ができる。自在に机と椅子のレイアウトを変えて，学
生が自主的にグループ学習をする姿や，教員が協
同学習の授業を実施している風景は，協同学習の
魅力と有用性をアフォードしている。 
 また，ラーニング・コモンズで学習指導を行う図書
館職員の姿も，アフォーダンスとして重要である。す
なわち，利用者が必要とする文献や情報を調査して
提示するだけではなく，その調査の仕方を教えたり，
それらの文献や情報を活用したレポートの作成方法
を教授したりする姿が，利用者に対して「図書館員
は学習指導ができる」ことをアフォードしている。ラー
ニング・コモンズという学習アフォーダンスの中で，
図書館員から学習指導を受けることが可能であるこ
提示するのである。 
 
3. ラーニング・コモンズがアフォードする
のは学習だけか 
 それでは，ラーニング・コモンズがアフォードするの
は学習だけなのだろうか。この設問に答えるために，
筆者の過去の論考を振り返ってみることとする。 
その論考では，ラーニング・コモンズを「学生の自
主的学習の場，教育のオープン化にともなう新たな
教育の場，大学における生活の場という 3 つの観点
からその意義を考察」6) した。この「場」というものを，
アフォーダンス理論で解釈し直しすると，次のように
なろう。なお，自主的学習をアフォードすることにつ
いては前章で述べたので，ここでは省略する。 
 まず，「教育」をアフォードするとは，どのようなこと
であろうか。それは，授業の場として機能することに
より，教員や学生に対してラーニング・コモンズが教
育のアフォーダンスであることを示すのである。 
 例えば，英語多読授業をラーニング・コモンズで実
施したとする。教員は冒頭で授業の進行方法を説明
した後，学生たちは英語多読リーダーズコーナーに
向かい，そこで選んだテキストでそれぞれが自学自
習を行う。その授業光景を見ていた他の学生や教員
は，この図書館のスペースが教育の場となり得ること
を知るのである。こうしてラーニング・コモンズは，一
種の公開授業の場となることができる。 
 次に「生活」をアフォードするとは，どのような状況
であろうか。それは，ラーニング・コモンズあるいはそ
の周辺に，「ラウンジやカフェ・食堂，自動販売機・シ
ョップなど」を配置し，「オープンスペースを使ったサ
ークル活動や地域交流活動など」7) を行うことであ
ろう。そのような場として機能することで，長期滞在型
の学習ができる生活支援機能をもちながら，学習だ
けではなく社会活動を行う場であることをアフォード
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できるのである。 
以上のようにラーニング・コモンズは，学習のほか
に教育と生活のアフォーダンスとして機能する可能
性を秘めていることになる。 
 
4. ラーニング・コモンズの新たな可能性 
前著で筆者は，「ラーニング・コモンズとは，学生
の自主的学習の場，教育のオープン化にともなう新
たな教育の場，大学における生活の場という意義を
もつことをみてきた。すなわち，ICT時代における大
学生の，学習・教育・生活の全般を支援する施設・
設備であった」8) と結論づけた。これをアフォーダン
ス理論の観点から言い換えると，次のようになる。 
すなわちラーニング・コモンズとは，利用者に対し
て主として自学自習をアフォードするものであるが，
それにとどまらず教育や生活という意味や価値まで
もアフォードするのである。このようにしてラーニン
グ・コモンズを再評価すると，大学キャンパスの中で
ほかには，このような機能をもった環境はないことが
明らかとなる。 
講義が行われる「教室」は教育をアフォードするが，
学習や生活はアフォードしていない。飲食が自由で
学習できる「自習室は」学習や生活をアフォードする
が，教育はアフォードしていない。「学生食堂」は生
活をアフォードしているが，学習や教育はアフォード
していない。ただ唯一「ラーニング・コモンズ」だけが，
この 3 つのアフォーダンスとして機能しているのであ
る。 
 そしてラーニング・コモンズは，利用者とりわけ学生
に学習をアフォードする環境として捉え直すと，新た
な可能性を秘めることになると考えている。わが国の
アフォーダンス理論の第一人者である佐々木正人
氏は，アフォーダンスの動機づけに関して，次のよう
に述べている。 
 「若い走り幅跳びの選手は，まだベテランの選手が
知覚している踏切り周辺の見えの変化を十分に知ら
ない。ただあこがれの一流選手の踏切りが他の選手
とは質的に違うということはおぼろげながら気づいて
おり練習を開始する。すべての行為はこのように環
境にある意味，つまりアフォーダンスに動機づけられ
てはじまる」9) 
 この事例をラーニング・コモンズに当てはめると，次
のように学習への動機づけを考えることができる。す
なわち，「大学の新入生は，まだ大学生や研究者が
知っている大学における学習や研究の仕方を十分
に知らない。ただ先輩や研究者たちの学習方法が
自分たちとは異なるということは，おぼろげながら気
づきはじめて学習を開始する。新入生はラーニング・
コモンズとそこで学習する他者というアフォーダンス
（環境にある意味）に動機づけられて，学習をはじめ
る」のだと。 
 私たちはこれから，アフォーダンスという観点でラ
ーニング・コモンズを捉え直すことで，利用者にアフ
ォードすべきサービスを，どのようなアフォーダンスと
して機能することができるかを検討できるものと考え
ている。引き続き，アフォーダンスとしてのラーニン
グ・コモンズに関して，考察を深めていきたい。 
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